電気保安功労者表彰制度について
電気保安功労者表彰制度は、毎年、電気保安の確保に功績のあったものを表彰することにより、電気保安関係者の保安意識向上を図ろうとするものです。令和６年度で６０回目となります。
１．対象

表彰の対象は、工場等、電気工事業者の営業所、個人（主任技術者、電気工事士、電気保安関係永年勤続者、その他）及び団体です。これらに対して、経済産業大臣表彰、中部近畿産業保安監督部近畿支部長表彰（以下、支部長表彰という）、関西電気安全委員会委員長表彰（以下、委員長表彰という）を行っています。
２．要件
（１）経済産業大臣表彰
支部長表彰を受けたもののうちから、特に優良なものを選定して表彰する。
（２）支部長表彰及び委員長表彰
支部長表彰と委員長表彰の基本的な要件は以下のとおりとします。（［　］書きは、委員長表彰の要件です。）

支部長表彰は、委員長表彰を受けた者のうち、優良な者を選定して表彰することとし、委員長表彰受賞後３年以上の実績のあることを原則とします。

①工場等の部

電気事業者若しくは自家用電気工作物を設置する者の工場、営業所、その他の電気保安業務を直接統括する事業所のそれぞれについて、最近５年間［４年間］に電気関係報告規則第３条に基づき報告すべき事故及び同４条に基づき届出すべき事故（設置者の責任によらないものは除く）が発生していないもの。

②電気工事業者の営業所の部

電気工事業者の本店、支店、営業所その他の電気工事の施工を管理する店舗のそれぞれについて、最近５年間［４年間］に施工した電気工事による危険及び障害が発生していないもの。

③個人（電気主任技術者）

主任技術者として、現在在職中の者、若しくは過去において在職した者で、かつ、主任技術者としての従事期間が通算５年［４年］以上の者。

④個人（電気工事士）

電気工事士として現在在職中の者、若しくは過去において在職した者で、かつ、電気工事士としての従事期間が通算10年［８年］以上の者。

⑤個人（電気保安関係永年勤続者）

電気保安関係の職務に現在在職中の者、若しくは過去において在職した者で、かつ、電気保安関係の職務に従事した期間が通算25年［20年］以上の者。

⑥個人（その他の功労者）

災害その他の非常の場合において、電気保安の確保に努め、公共の安全の維持について顕著な功績が認められる者、その他電気保安の確保に功労があった者。

⑦団体の部（保安研究・教育団体）

電気保安の確保のための研究又は教育を通じ、保安技術の向上又は安全思想の普及に顕著な功績が認められる団体。
⑧団体の部（その他の功労団体）
災害その他の非常の場合において、電気保安の確保に努め、公共の安全の維持について顕著な功績が認められる団体、その他電気保安の確保に功労があった団体。

３．候補者の推薦

当支部管内の表彰候補者は、原則として推薦団体からの推薦によります。
＜推薦団体一覧＞

大阪府、京都府、兵庫県、滋賀県、奈良県、和歌山県、福井県、一般社団法人日本電気協会関西支部、兵庫県電気協会、滋賀県電気協会、奈良県電気協会、和歌山県電気協会、関西電力株式会社、電源開発株式会社水力発電部西日本支店、一般財団法人関西電気保安協会、公益社団法人日本電気技術者協会関西支部、中丹電気技術者協会、一般社団法人日本電設工業協会関西支部、関西電気工事工業会、一般社団法人火力原子力発電技術協会関西支部、一般社団法人送電線建設技術研究会関西支部、発変電技術研究会、関西鉄道協会、一般社団法人大阪地中線協会、一般財団法人発電設備技術検査協会西日本支部、一般社団法人関西電気管理技術者協会、一般社団法人日本建設機械施工協会関西支部、関西内線工事研究会、一般社団法人日本ガス協会近畿部会、近畿ボイラー・タービン主任技術者会

４．選考

経済産業省、中部近畿産業保安監督部近畿支部、関西電気安全委員会に審査会を設け受彰者を決定します。
５．日程（令和６年度表彰）
推薦依頼　令和５年　９月２９日（金）
推薦期限　令和５年１２月２２日（金）
表彰式　　大臣表彰（東京）　　令和６年８月上旬　予定
　　　　　支部長表彰（大阪）　令和６年８月２日（金）予定
　　　　　委員長表彰（大阪）　令和６年８月２日（金）予定
以上
